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珪肺症症例末梢血単核球におけるｓｕ～ｉｖｉｎ遺伝子発現の減弱
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珪肺症に伴う免疫学的異常の発症機構を探索する目的で， 症例の末梢血単核球におけるＩＡＰ

（ｌｎｈｉｂｉｔｏｒｏｆＡｐｏｐｔｏｓｉｓ）群遺伝子の発現を検討した．×ＩＡＰならびにＳｕｒｖｉｖｉｎ遺伝子の相対摘発

限度を ｍｕｌｔｉｐｌｅｘＲＴ‐ＰＣＲ法にて評価した． また， これらの発現度と種々の臨床パラメーター

との相関を解析した． 健常人と比較すると珪肺症症例ではＳｕｒｖｉｖｉｎの相対的発現度が低下して

いた． またＳｕｒｖｉｖｉｎの相対的発現度はＰＣ０２値と正の相関を示した． これらの結果は， 珪肺症

症例におけるＴ細胞の２つの亜分画の存在 （Ｆａｓ媒介アポトーシスに抵抗性を示す自己認識長

期生存分画と珪酸誘導アポトーシスに感受性があり細胞死と再産生を繰り返している分画） を

支持するものである．

ＰＣＲ法による血液検体中のマラリア原虫の検出と同定
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この研究は， マラリア原虫， 特にＰＺＱＳｍｏ或はｍおＺｃ中αｍｍとＰ．ｖｚｖ伽 のｓｓｒ鞭ＪＡ を検出するス

クリーニング法の確立であった． Ｐｚｑｓｍｏｄｚ“ｍおにｌｐαｍｍとＰ．ｖｚｖ伽 の双方を分別・検出するの

に有効なｎｅｓｔｅｄマルチブライマーセットを用いるＰＣＲ法を異常Ｈｂ， ＨｂＪ－Ｔｏｎｇａｒｉｋｉあるいは
Ｈｂｌ－Ｔｏｕｌｏｕｓｅを持つソロモン諸島やパプアニューギニア人のＤＮＡ に応用した． しかし， 多種

のマラリア原虫に感染した患者からそれぞれの原虫を確認するにはやや困難だったので， それ

ぞれの原虫の検出には特異的に作用するプライマーを用いるＰＣＲ法によって再確認する必要

があった．


